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編
集
後
記

　

平
成
十
一
年
（
一
九
九
九
）、
大
阪
大
学
文
学
部
は
、
附
属
施

設
と
し
て
「
懐
徳
堂
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
た
。
文
学
部
内
に
散

在
す
る
貴
重
資
料
を
集
約
し
展
示
し
よ
う
と
い
う
の
が
主
な
目
的

で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
展
示
の
た
め
の
適
切
な
ス
ペ
ー
ス
が
部
内
に
得
ら
れ

な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
セ
ン
タ
ー
は
事
実
上
、
懐
徳
堂
の
デ

ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
を
展
示
解
説
し
、
懐
徳
堂
研
究
の
拠
点
と
し

て
活
動
す
る
と
い
う
性
格
を
色
濃
く
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
ま

た
、
大
阪
大
学
の
創
立
七
十
周
年
記
念
事
業
（
二
〇
〇
一
年
）
で

制
作
さ
れ
た
懐
徳
堂
学
舎
の
Ｃ
Ｇ
や
貴
重
資
料
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

が
注
目
を
集
め
、
学
内
外
か
ら
の
取
材
を
受
け
る
機
会
が
多
く

な
っ
た
。
ま
た
、大
阪
大
学
附
属
図
書
館
か
ら
も
、資
料
の
調
査
・

出
納
に
関
し
て
協
力
を
要
請
さ
れ
る
こ
と
し
ば
し
ば
で
あ
っ
た
。

そ
う
し
た
取
材
や
調
査
に
対
応
し
て
き
た
の
が
、
こ
の
セ
ン
タ
ー

で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
セ
ン
タ
ー
の
実
態
を
踏
ま
え
、
平
成
二
十
一
年
（
二

〇
〇
九
）五
月
、「
懐
徳
堂
セ
ン
タ
ー
」が
改
組
さ
れ
、新
た
に「
懐

徳
堂
研
究
セ
ン
タ
ー
」
が
発
足
し
た
。 

　

そ
の
目
的
を
、
セ
ン
タ
ー
規
定
は
こ
う
明
記
す
る
。「
懐
徳
堂

研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
文
学
研
究
科
の
教
育
研
究
理
念
に
沿
っ
て
、

懐
徳
堂
に
関
わ
る
調
査
・
研
究
・
広
報
の
拠
点
と
し
て
の
役
割
を

果
た
し
、
こ
れ
を
通
じ
て
本
研
究
科
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
」
と
。

　

そ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
以
下
の
よ
う
な
業
務
を
行
う

こ
と
と
し
た
。

　
（
１
）�

懐
徳
堂
に
関
わ
る
調
査
・
研
究
、
資
料
の
収
集
・
作
成 

（
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
を
含
む
）

　
（
２
）�『
懐
徳
堂
研
究
』（
年
一
回
定
期
）、パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、ニ
ュ
ー 

ズ
レ
タ
ー
（
不
定
期
）
等
の
広
報
媒
体
の
編
集
・
刊
行

　
（
３
）�

懐
徳
堂
研
究
の
総
合
サ
イ
ト
「
Ｗ
Ｅ
Ｂ
懐
徳
堂
（http://

kaitokudo.jp/

）」
の
管
理
運
営

　
（
４
）�

学
内
外
に
お
け
る
懐
徳
堂
資
料
の
展
示
、
講
演
会
な
ど

の
開
催

　
（
５
）
懐
徳
堂
記
念
会
の
事
業
に
関
わ
る
資
料
調
査
等
の
協
力

　
（
６
）�

本
学
附
属
図
書
館
お
よ
び
総
合
学
術
博
物
館
の
業
務
に

関
わ
る
懐
徳
堂
関
係
資
料
の
調
査
等
の
協
力

　

こ
の
う
ち
、（
２
）
の
『
懐
徳
堂
研
究
』
は
、
旧
来
の
セ
ン
タ
ー

が
刊
行
し
て
き
た
『
懐
徳
堂
セ
ン
タ
ー
報
』
を
継
承
し
つ
つ
、
装

い
を
新
た
に
創
刊
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。『
懐
徳
堂

セ
ン
タ
ー
報
』
は
、
セ
ン
タ
ー
の
活
動
報
告
と
論
考
で
構
成
さ
れ

て
お
り
、
論
考
は
い
ず
れ
も
学
術
的
に
高
い
価
値
を
持
つ
も
の
で
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あ
っ
た
が
、「
セ
ン
タ
ー
報
」
と
い
う
名
称
が
、
広
報
誌
や
内
部

雑
誌
で
は
な
い
の
か
と
い
う
印
象
を
も
与
え
て
き
た
。
そ
こ
で
、

『
懐
徳
堂
研
究
』
は
「
研
究
」
を
全
面
に
押
し
だ
し
、
全
国
で
唯
一
、

懐
徳
堂
の
研
究
を
専
門
に
取
り
扱
う
学
術
雑
誌
と
し
て
創
刊
さ
れ

た
の
で
あ
る
。

　

幸
い
、
創
刊
号
は
多
く
の
研
究
者
の
ご
支
持
に
よ
り
、
貴
重
な

論
考
を
揃
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
第
２
号
以
降
も
、
各
位
の
ご
教

導
の
も
と
に
そ
の
使
命
を
果
た
し
て
い
き
た
い
。

�

（
懐
徳
堂
研
究
セ
ン
タ
ー
長　

文
学
研
究
科
教
授　

湯
浅
邦
弘
）
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